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Ⅰ はじめに 

 

（設立） 

 一般財団法人日本友愛協会は、昭和２８年（1953 年）に結成された友愛青年

同志会を母体とし、昭和３４年（1959 年）に財団法人日本友愛青年協会（所管

文部省）として設立された。平成２３年４月に一般財団法人へ組織変更し、また

日本友愛協会と名称を変更して現在まで公益事業を継続している。 

平成 29年 12月 22日付で、名称を一般財団法人友愛と変更した。 

 

 

（目的）  

この法人は、自立と共生の友愛の理念の下に、国内外の青年や社会人の交流を深

め、友愛の理念を次世代に継承、発展させる人材を育成し、もって世界平和に資

することを目的とする。（定款より） 

 

 

 

 

（公益事業） 

定款に記された（１）人材育成事業     （２）国際交流活動とその支援 

（３）その他、目的を達成するために必要な事業 を中心に活動を行う。 
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Ⅱ 概 況 

総 括 

今年度は、本財団にとって節目の年であり、未来へつなげる新たな出発の年にな

ったといえる。 

大きな変化の第一は、公益財団法人への認可申請を行ったことである。第二番

目としては、これに伴う準備の一環で名称を一般財団法人友愛と改めたことで

ある。 

公益法人化に関して、現時点では内閣府公益等認定委員会からの回答は得られ

ていないが、12 月 26 日に申請書を提出し、第一段階、第二段階と内閣府公益

等認定委員会の質問に解答し、認定に向けて歩みを進めている。 

そもそも本年度中に、鳩山由紀夫理事長が同じく理事長を務める一般財団法人

東アジア共同体研究所との合併を目途に出発した再建構想であったが、更に未

来に焦点を当てた時、財団の継続性を確保すべきであるとの見解から、日本友

愛協会の公益財団移行が検討されることとなった。 

鳩山由紀夫理事長も機関紙『友愛』第 550 号において「友愛を末永く存続させ

ていくために」と題し、所信を述べている。 

これを受けて、理事会、評議員会での協議を経、公益認定の申請となった。 

そのためもあり、例年実施している国際交流事業の内エヤップとの間で行われ

る研修生の受入、派遣事業は実施を次年度送りとした。 

しかし、国際交流事業として行われるミャンマー農業研修生の受入は実施さ

れ、現地ミャンマーに試験農場の開設準備が進むなど、確実な足跡を残した。 

また、中国に於ける「友愛講演会」事業も実施され、本年度もまた優秀な感想

文が寄せられた。友愛国際写真コンクールも実施され、友愛を意識した作品が

多く寄せられた。これらのことは、確実に友愛の啓発活動が行われている証で

あり、次代へ向けての力強い基盤が構築されつつあるといえる。 

公益認定を受けた後の新たな出発を前に、一つ一つの事業を充実して着々と実

施できたことは、本財団の公益事業実施基盤の確かさを物語るもので、機は熟

したといえる公益認定申請であり、本年度のまとめとして特筆すべきことであ

る。 
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Ⅲ 事業別報告 

１、友愛山荘運営事業 

(定款第４条第１号、第２号に基づく事業) 

 

 事 業 概 要  

社会の人々への｢友愛｣の普及、啓発をはかり、心身の健全発達に資する場として

の友愛山荘の運営を行う。一般社会に広く開放することにより、世代を越えた交

流を促す。ゼミ・研修会・親睦会・合宿等の利用に適した施設を安価な利用料金

にて提供する。 

 

⑴利用状況 

              延べ宿泊人数     総売上金額 

平成２９年度       1,424 人      13,035,272 円 

 

  前年比         95％         97％ 

《参考》 

平成２８年度       1,486 人      13,435,482 円 

平成２７年度       1,755 人       15,023,950 円 

平成２６年度       1,788 人       14,374,680 円  

平成２５年度       1,563 人      11,879,196 円 

平成２４年度       1,453 人      10,153,031 円 

平成２３年度       1,242 人       8,712,233 円 

平成２２年度       1,441 人      10,682,075 円 

平成２１年度       1,316 人      10,087,175 円 

平成２０年度       1,224 人       9,446,185 円 

 

 

⑵運営費用状況 

人数・売上 利用人数(人) 売上総額(円) 

29 年度   1,424 13,035,272 

28 年度    1,486 13,435,482 

前年比(％)   95    97 
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(99.92%) 

主要経費 食材仕入(円) リネン経費(円) 燃料経費(円)  水道光熱費(円) 

29 年度 2,800,618 457,906 406,226 2,400,773 

28 年度 2,910,640 575,329 329,898 2,506,484 

 前年比 (％) 96 79 123 95 

      

      

一人当り経費 食材仕入(円)    リネン経費(円) 燃料経費(円) 水道光熱費(円) 経費計(円) 

29 年度 1,966 321 285 1,685 4,257 

   28 年度 1,958 387 222 1,687 4,254 

前年比 (％) 100 82 128   99 100 

 

 

経費はおおむね前年比節減されたが、燃料費(灯油)の高騰で総合的な節減とは 

ならなかった。 

 

 

⑶設備改修等 

①玄関タイル張替 

工事実施日 平成２９年１１月７日から１１月１１日 

        外床用３００㎜×３００㎜ ノンスリップタイプタイル 

        滑り止め効果が高く、凍結場所に適しているものへと替えた。 
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１ 

４ 

②玄関ホール照明設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷広報・広告等 

①特定非営利活動法人ゴールデンウェーブ 第１０回国際シニア合唱祭『ゴー

ルデンウェーブｉｎ横浜』の当日プログラムに山荘の広告を掲載 

・平成３０年４月１５日(日)１６日(月)１７日(火)横浜みなとみらいホール大ホ

ールにて 発行約 5,000部 

 

・掲載料金 Ａ４判  ページ（Ｗ190×Ｈ73）白黒 20,000円（税込） 

 

 

 

 

 

 

 

 



一般財団法人 友 愛 平成２９年度（2017） 事業報告書 

6 

１ 

２ 

②公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団 第３８回『ヨコハマコーラルフェ

スト』の当日プログラムに山荘の広告を掲載 

・平成３０年２月１６日(金)１７日(土)１８日(日)横浜みなとみらいホールにて 

発行 3,700部 

・掲載料金 Ａ４判  ページ（Ｗ180×Ｈ127）白黒 10,000円（税込） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③インターカレッジ女声合唱団 第９回定期演奏会の当日プログラムに山荘

の広告を掲載 

・中学・高校生向けの情報誌『Ｔ ｈ ｅ部活』の音楽特集号（平成２７年１０月）

に掲載した内容をＡ４判に拡大して掲載 

・平成３０年２月２２日(木)杉並公会堂 大ホールにて 発行約 1,100部 

・掲載料金 Ａ４判１ページ カラ― 40,000円（税込） 
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④広 報 

イ）友愛山荘パンフレット・価格表・友愛山荘紹介カードをセットにして、関連

施設等に設置、配布を依頼。 

ロ）友愛山荘紹介カードは名刺サイズで小さい為、持ち歩きが簡便であると好評

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハ）冬季限定優待カード作成配布 

晩秋から冬の期間の利用者が減少することから、本協会役員（理事・評議員・顧

問・参与）及び関係各位に優待カード(名刺サイズ)を配布し、利用を促した。 

若干の利用は見たものの、優待カードの配布による効果は大きいとは言えない。 

次年度も配布を続け、利用を促すことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 裏 
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２、情報等発信事業 

（定款第４条第１号、第６号に基づく事業） 

 

 事 業 概 要  

機関紙『友愛』の発行、ホームページでの情報開示（事業報告等を含む）及びリ

ーフレットの作成、配布などを通じ、本協会の実施事業、実施目的などを広く伝

達し、友愛理念についての理解を深める一助とする。 

⑴機関紙『友愛』の発行 

・機関紙『友愛』は、順調に６回発行された。 

・理事長が参加した事業に関しては、随時理事長の執筆による報告記事が掲載さ 

れ、具体的な読者への報告が行われた。 

・投稿・寄稿もあり、読者に馴染みを持たれていることが伺える。 

 

◆ 平成２９年度機関紙『友愛』発行履歴 

平成２９年５月（第５４７号） 4,000 部発行 

▶陜西省麟遊県・遼寧省朝陽市北票市二か所で植林活動 北京にて友愛奨学金授与

式開催 第二十八次植林訪問記…理事長 鳩山由紀夫 

▶エヤップへの派遣学生活動報告  

▶友愛山荘ギャラリー  

 

平成２９年７月（第５４８号） 4,000 部発行 

▶第十五回定時評議員会・第六十二回臨時理事会開催 

▶国際交流事業ミャンマー指導者育成プロジェクト 研修生三名来日 二か月にわ

たる研修終了  

▶国際交流事業エヤップへの研修生派遣 何を見て何を学んだのか 六名の研修生   

がそれぞれの感想を綴る 

 

平成２９年９月（第５４９号） 4,000 部発行 

▶友愛植林地視察訪中報告 特別付録視察報告写真 

「緑の縁 植林視察を終えて」…日本友愛協会常務理事 川手正一郎 

「二０一七年中国植林視察の旅」…日本友愛協会最高顧問 鶴巻克雄 

▶友愛国際写真コンクール 銀座にて作品展開催 

▶鳩山友愛塾 暑気払いの会 
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▶第十五回平成二十九年度文部科学大臣賞 けん玉ペインティングコンテスト表彰

式開催 

▶若人の集い…兵庫県神戸市 劉幸宇 

 

平成２９年１１月（第５５０号） 4,000 部発行 

▶「友愛」を末永く存続させていくために…一般財団法人日本友愛協会理事長 

                            鳩山由紀夫 

 ▶川手正一郎常務理事 国家友誼賞受賞 人民大会堂での授賞式に出席  

     中国政府友誼奨受賞にあたって…日本友愛協会 常務理事 

川手正一郎 

     友愛が目指す平和な世界…日本友愛協会嘱託・翻訳家 

 河口ハルトマン・ミヒャエラ 

▶兵庫県が留学生交流写真展を開催  

国際文化交流促進に 学生生活を豊かに…神戸学院大学 劉 幸宇  

▶友愛 ほんだな 鳩山友紀夫著『脱 大日本主義』＿「成熟の時代」の国のかたち＿ 

 

平成３０年１月（第５５１号） 4,000 部発行 

▶巻頭言 新たな出発の年に 理事長 鳩山由紀夫 

 ▶第四回 友愛国際写真コンクール 表彰式開催 附録受賞作品紹介  

▶鳩山由紀夫理事長人民大会堂において王晨全人代常務委員会副委員長と会見 

▶日中国交正常化４５周年記念 中華全国青連連合会主催 中国国際青年交流セン 

ター協力 日中青年交流フォーラムにて基調講演 

▶「友愛講演会」北京にて開催 

 

平成３０年３月（第５５２号） 4,000 部発行 

▶一般財団法人 友愛 始動 

▶奨学金対象 講演感想文「私にとって友愛とは」入賞作品一位呉菥さん、 

二位宋姣さん・崔所為さん 全文紹介 

▶「友愛と平和の第九」から１００年…徳島新聞社編集委員 藤長秀之 

▶ミャンマー研修員を訪ねて…鹿児島県アジア・太平洋農村研修センター 

(カピックセンター)  研修課長 酒井マリ 

 

 

◆ 送 付 先 

会員・関係各位団体等 ： 1,400箇所に郵送 

また、軽井沢友愛山荘、鳩山会館等関係各所にて配布している。 

関係団体へ送付し、配布を依頼。 

海外関係先へ送付、配布依頼（中国国際青年交流中心・北京理工大学等）。 
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⑵ホームページの公開・更新・リニューアル 

・随時ホームページを更新した。写真を多用し、「見て解る」活動内容の掲示に

努めた。 

・平成２９年３月１日ホームページのデザイン 

を刷新した。各ブロックのキービジュアルには、 

鳩山会館のバラや庭の景色を取り入れた 

・友愛山荘関連は、全ての情報がスマートフォン 

対応になっている 

・日本友愛協会会員登録がホームページでできる 

 ようになった 

・「第４回友愛国際写真コンクール」は、すべて  

インターネットを利用しての応募、人気投票であっ 

たため、ホームページが活用された。 

・機関紙『友愛』バックナンバー（第 1号〜最新号 

[５５２号]）の掲示が完了しており、『友愛』発行 

毎に更新が行われている。 

法人名の変更に伴い、ホームページアドレス及び 

メールアドレスを変更した。（※なお旧アドレスも 

使用できる状態を２年間を目途に継続させている。） 

新アドレス 

 

 

 

⑶発行・配布等 

①リーフレット『友愛とは』の配布 

入会希望者等に郵送及び、友愛本部(東京事務所)、 

鳩山会館等で配布した。 

植林訪中時に持参、中国の学生に配布した。また、 

エヤップ訪問時のフォーラム等でも配布。 

・友愛を簡単に紹介する資料として有効であること 

から、英訳・中国語訳を作成した。 

鳩山一郎先生の書「友愛」がトップ

のタイトルに使われている 

ホームページアドレス  http://yuai-love.com 

メールアドレス          you-i＠yuai-love.com 

http://yuai-love.com/
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②『私にとって友愛とは』 

北京理工大学に於ける「友愛講演会」奨学金

対象感想文の内、受賞作品を冊子にした。そ

の内容の素晴らしさと日本語の見事さを紹

介すべく関係各位及び植林訪中時に持参し

配布した。 

また、平成２９年４月１２日北京の二十一

世紀飯店に於いて開催された表彰式で、日

本語版と中国語版を配付した。 

日
本
語
版 

英
語
版 

中
国
語
版 

日本語版表紙 日本語版裏表紙 
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③『友愛雑感』 

北京理工大学に於ける「友愛講演会」 

の開催時、川手常務理事執筆の『友愛雑感』

を教材として学生に配布した。 

・今後中国語訳・英訳などを検討中 

・友愛活動の歴史をまとめたものとして

評価されている。 

 

 

④ 友愛解説冊子『「友愛」理解のために』、卓話記録『道は邇しとい

えども行かざれば至らず』の配布 

 希望者に郵送及び、友愛本部(東京事務所)等で配布した。 

 植林訪中時に持参、中国の学生に配布した。  

 

 

 

 

 

 

 

表 裏表紙 

中国語版表紙 

中国語の友愛ロゴ説明 

中国語版裏表紙 
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３、国際交流事業 

（定款第４条第３号、第５号、第６号に基づく事業） 

⑴派遣事業 

①既友愛植林地視察訪中団派遣 

  事 業 概 要  

・平成十二年度より実施している「中国における植林活動」の経過を観察し、

地域の方々との交流を深める為に行われるものである。 

イ）派遣者 

  日本友愛協会最高顧問 鶴巻克雄 

  日本友愛協会常務理事 川手正一郎 

  日本友愛協会事務局長 羽中田元美 

ロ）滞在期間 

  平成２９年７月２９日(土)～８月４日(金) 

ハ）実施内容 

  ・湖北省黄崗市武穴、宜昌市シキ県は昨年訪問予定であったが、洪水のた

め訪問できず今年改めて訪問 

  ・湖北省考感市第二期植林地を視察 

ニ）協力機関 

  中華全国青年連合会・中国国際青年交流中心 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１７年視察時 

遠くポプラの若い木々が見える。葉も小さ

く、緑も薄いように思えるが、立派に林を

構成している 

２０１４年孝感市第三期植林時 

細いポプラの苗を植えた。手前の苗は一

度は洪水で流されてしまったが、ポプラ

並木が残った 
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孝感市の現場は、すべてステンレスの看

板が建てられている。苗は三年間で六セ

ンチの太さに育った 

苗は育ってはいるものの、土は乾いて砂の

ように手からこぼれる。更に育って保水力

が増す事を祈る 

昨年洪水で来られなかった武漢の駅。立

派な駅舎が出来、人々の往来も多い。新幹

線も走っている 

街のあちこちに掲げられている、国家が

提唱する精神的生活目標。「友愛」「互助」

の文字が見える 

武穴市大法寺鎮李辺村は村全員が李さ

ん。老人の館には、夫婦揃って六五歳を迎

えたお祝いの写真が 

北京二十一世紀飯店ロビーには、三カ国

語の友愛国際写真コンクールのポスター

が展示されている 

中国では屈原を崇める思い

が強い。記念館として建立

された屈原廟には、多くの

人が訪れていた 
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孝感市の植林(２０１３年)当時(右側) と 現在(左側) 

植林現場近くでは、保水力が上がったた

めか、作物が栽培され始めた。ピーナッツ

も育っている 

ポプラの林には、実が落ちていた。この実

が芽を出し、自然循環として林が育ってい

く 

あの細い枝が、大地に根を張るとこれ程

までになるのかと、目を見張る思いがし

た。見事な林に成長 

２０１７年 

大きな木が一本も見えない草原に、心許

ない思いで苗を植えた。近隣の人々も植

林に加わった 

２０１３年 

これがポプラの苗ですと渡された時に

は、本当に大丈夫だろうかと、心配より先

に驚きがあった 

２０１３年 

ショベルカーで深い穴を掘り、墨の粉等

を入れ、根付くことを祈って植えた苗︱

根もない状態だった 

２０１３年 
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平成２９年９月１０日発行 

機関紙「友愛」５４９号 特別付録 

２０１７年 既植林地視察報告写真集 
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⑵受入事業 

①ミャンマー指導者育成プロジェクトの実施 

 事 業 概 要  

アウンサンスーチー議長より依頼を受け、友愛の理念のもと、「全ビルマ学生連

盟外交委員会日本」と「ミャンマーニューリーダーを育成する会」と協力し、Ｎ

ＬＤ（国民民主連盟）から派遣された研修生に、ミャンマー発展に資する指導者

としての必要な研修の場を与え、その活動を支援するものである。 

事業目的 

ミャンマーの主たる産業が農業であることから、農業に関する知識、技術を日本

の文化や考え方、生活に触れながら学ぶ機会を設けること。 

研修後は自国において、日本で学んだことを伝え実践するよう努める。 

研修を通して日本について理解してもらい、今後のミャンマーとの友好関係を

緊密なものにする役割を担ってもらう。 

事業実施 

ア）滞在期間 

  平成２９年５月１０日(水)～７月４日(火) 

イ）研修生 

  エイ ミャイ トエー       ２８歳 女性 

  ティン ザ ウィン ピエッチョ   ２７歳 女性 

  タンッジン アウン        ２３歳 男性 

実施内容 

鹿児島県において、サツマイモの根付から収穫までを体験。更にサツマイモから

焼酎をつくる技術などを学び、自国での農業、経済発展に資する。 

近郊型野菜作りを体験し、自国での可能性を探る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国の発展のため、様々な事を学んで帰りた

いと、鳩山由紀夫理事長に熱い思いを伝え

た 

鳩山由紀夫理事長に竪琴のレプリカをプレ

ゼント。「ビルマの竪琴」に登場する竪琴で

ある 
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滞在日程 

５月１０日（水）来日 

５月１１日（木）東京都内 研修/生活準備 

５月１４日（日）移動（東京→鹿児島） 

        鹿児島県アジア・太平洋農村研修センター（カピックセンター） 

      農業研修 

６月  １日（木）鹿児島県庁表敬 

６月  ３日（土）ミャンマー教育支援団体との交流 

６月  ７日（水）日本文化体験（着物着付け体験） 

  

６月１３日（火）カピック研修まとめの発表会・閉講式 

     移動（鹿児島→大阪・京都） 

  

６月２１日（水）千利休関連博物館見学 

６月２１日（水）島津製作所 創業記念資料館見学 

     清水寺・金閣寺・伏見稲荷 

  

６月１８日（日）移動（大阪→東京） 

  

６月２０日（火）移動（東京→長野） 軽井沢友愛山荘 

  

６月２１日（水）ＪＡ碓氷安中・近郊型農業（野菜・稲）見学 

６月２２日（木）野菜販売状況見学 

  

６月２３日（金）移動（長野→東京） 

  

６月２５日（日）慶応義塾大学にて学生と懇談会 

６月２６日（月）メリーチョコレート松戸工場見学 

６月２７日（火）日本友愛協会事務局にて 報告書作成 

６月２９日（木）鳩山会館見学 

６月３０日（金）日本友愛協会 理事会・評議員会 出席（研修報告） 

７月  ２日（金）在日ミャンマー学生連盟の方々と会食 

  

７月  ４日（火）帰国 
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在日ミャンマー学生連盟の方々 

左からポンさん、ミョウさん、ミャットー

さん 

三人の研修生 

左からアウンさん、ウィンさん、

エイさん。民族衣装が美しい 

評議員会の後、記念撮影 

民族衣装は、色鮮やかで美しい。正式な 

場合は沢山の装飾を着ける 

ミャンマーから届いた帰国後の報告写真 
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さつまいもの育成に関して、村の人達の指導にあたり普及に努めている。 

また最も適した品種を求め、試験農場（友愛ファーム）を開設準備中 
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⑶交流事業 

①友愛国際写真コンクール 

 事 業 概 要  

・「友愛」「平和」「緑(環境保護)」「人と自然」をテーマに、写真コンクールを行

う。 

・近年、携帯電話、インターネットの普及に伴い、中国における写真に対する興

味が増加している。日本においてもインターネットへの写真掲載は容易とな

り発展している。 

これらを踏まえ、植林事業において永年カウンターパートとして協力関係を続

けている中華全国青年連合会（中国国際青年交流中心）との関係をこの事業を

以って継続し、日中友好を築くこととする。 

・国籍を問わず応募者を募り、友愛の理念を広め、世界平和、環境保護に対する

世界の青年および成人の認識を呼び起こす契機となる。 

 

実施内容 

・中国国内においては、中華全国青年連合会（中国国際青年交流中心）が核とな

り、インターネットを利用した募集、管理を行う。 

・日本国内においては、ポスターを作成し各大学、大学写真部、社会人写真教室

等に掲示を依頼する。 

・日本友愛協会ホームページ上に、コンクール開催を掲示し募集する。 

・両国とも受付窓口は、インターネットによるものとし、中華全国青年連合会

（中国国際青年交流中心）が行う。 

・投票サイトを開設。日本語・中国語・英語にて 

掲載。 

・応募締め切り後、日中両国の審査員によって、 

審査を行う。 

・審査終了後日、中国（北京）において、展示会 

 及び表彰式を行う。 

 

募集テーマ 

「友愛」「平和」「緑(環境保護)」「人と自然」 

 

応募資格 

国籍を問わず、年齢１３歳以上の者 

配
布
・
掲
示
用
ポ
ス
タ
ー 
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応募規定 

ひとり３作品まで。 

自作、未発表の作品をインターネットで応募すること 

紙焼き等の応募は不可 

 

期間 

 応募期間：２０１７年６月２０日(火)～９月２０日(水)  

作品審査：２０１７年１０月～１１月上旬 

表彰式 ：２０１７年１１月１５日(水) 

 

応募総数 

２０１７年６月２０日から９月２０日までの応募期間に、寄せられた作品は約

10,000点強。内日本からの投稿者は２６名程。 

 

応募参加の国々 

世界１７ヶ国 

 

日本側審査員 

新藤健一（写真家）…表彰式参加 

石渡菜々子（写真家）…表彰式参加 

日本友愛協会理事 

 

受賞作品 

専門賞(芸術写真として完成度の高いものに一等から三等の賞)、友愛賞、優秀賞、

友好参加賞、ネットユーザー人気賞、携帯写真賞(携帯電話で撮影したもの)等、

部門毎の賞を設定し、中国側審査員５名、日本側審査員２名及び日本友愛協会理

事会の厳正なる審査の結果、約４０点が受賞作品に選ばれた。 
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中華全国青年連合会(中国国際青年交流中心)作成の第４回友愛国際写真コンクールの冊子 

受 賞 作 品 
＊受賞作品を機関紙『友愛』(５５１号)の附録として発表 

＊本協会ホームページ上に掲載発表 

 

表紙 裏表紙 



一般財団法人 友 愛 平成２９年度（2017） 事業報告書 

24 

表彰式 

平成２９年１１月１５日(水)北京市内にある二十一世紀ホテルに於いて「2017

年友愛国際写真コンクール」の表彰式が開催された。 

表彰式当日は、会場には共青団中央委員会汪鴻雁書記をはじめとする来賓が出

席、祝辞を述べた。会場では中国国際青年交流中心スタッフ作成の「友愛との歴

史」と題する映像が流され、植林活動を始め永年に亘る交流の歴史が紹介された。 

鳩山由紀夫理事長挨拶 

「このコンクールを通じて友愛、平和、自然保護の理念を多くの方に考えて頂く

機会を作っていることは、評価に値する。」 

その他 

本コンクールは、王晨全人代常務委員会副委員長、周秉徳女子も話題にされ、高

い評価を頂いていることもあり継続に関しては、理事会で協議される。 

各賞及び賞金 

専門賞 １等賞 （１名） 6,000 元×  １名 ＝ 6,000 元 

２等賞 （３名） 3,000 元×  ３名 ＝ 9,000 元 

３等賞 （５名） 2,000 元×  ５名  ＝10,000 元 

優秀賞（１６名） 500 元×１６名 ＝ 8,000 元 

友愛賞 ２名 5,000 元× ２名 ＝10,000 元 

ネット人気賞 １等賞 （１名） 3,000 元× １名 ＝ 3,000 元 

２等賞 （３名） 1,000 元× ３名 ＝ 3,000 元 

３等賞 （５名） 500 元× ５名 ＝ 2,500 元 

携帯賞 クリエーション賞（３０名）  100 元×３０名 ＝ 3,000 元 

感動賞（３０名）  100 元×３０名 ＝ 3,000 元 

優秀組織賞 １団体 3,000 元×１団体 ＝ 3,000 元 

友好参与賞 ９名 賞品 

金額計 60,500 元（１元≒19 円 約 1,149,500 円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 彰 式 

写真コンクールを通して、「友愛」の理念

が伝わっていくことは素晴らしいと挨

拶。鳩山由紀夫理事長 

一等賞受賞の樊兔兔さん（写真左）には

鳩山由紀夫理事長より、賞金パネルが授

与された 
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樊兔兔さん（一位受賞）を中央に汪鴻雁

書記（写真右端）と記念撮影。賞金額は

六千元約十万余円 

友愛賞は、川手正一郎常務理事が賞金パ

ネルを授与。笑顔で握手を交わす受賞者

（左） 

審査員新藤健一さんから受賞者へ賞金

パネル授与。言葉を掛けられて少し照れ

ながら受け取る受賞者 

審査員石渡菜々子さんより賞金パネル

が授与された。受賞者は皆笑顔で、嬉し

そうに受け取っていた 

作品を一点一点丁寧に鑑賞する鳩山由紀

夫夫妻と汪鴻雁書記。会場には沢山の人

が訪れていた 

新藤審査員より、解説を聞きながら鑑賞

する川手常務理事。今年は日本からの応

募も増えた 
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期間：平成２９年８月１７日(木)から２４日(木) 

場所：銀座「ギャラリー・アートグラフ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友愛国際写真コンクール過去３年間の優秀作品約８０点を

一堂に会し、銀座にて作品展を開催 

作品展にご協力くださったギャラリーの

代表柳澤由利さん（左）と鳩山由紀夫理

事長 

銀座の表通りからほんの少し入っ

た所にあるギャラリー・アートグラ

フは気軽なスペースとして人気 

ギャラリー・アートグラフでの展示の様

子。明るい室内で作品も映える。三年分

が一同に会した 

流石銀座、連日多くの方が訪れてくださ

った。旅行中の外国の方も多く見受けら

れた 

三年分の上位入賞作品を改めて鑑賞する鳩山由

紀夫理事長。今年の応募に期待が寄せられている 



一般財団法人 友 愛 平成２９年度（2017） 事業報告書 

27 

②パオの展示 

 

本協会は、鳩山由紀夫理事長より寄贈を受けたパオを、国際交流事業の一環とし

て友愛山荘敷地内に展示し、外国文化に触れる機会を提供することとし、平成２

５年８月８日より展示を行っている。 

パオはモンゴル遊牧民の移動住居である。実際に現地で使用される物を展示し

ていることから、生活の実際を垣間見ることができる。 

また本年度より併せて、資料としての衣類（民族衣装）、家具などの展示を開始

した。 

大学生のゼミ合宿の際など、グループ毎のミーティングをパオの中で行うなど、

パオが創り出す空間が人気を呼んでいる。 

本協会として国際交流の実態を示すよう下記の趣意書をパオの内部、友愛山荘

玄関ホールなどに置き、宣伝に努めている。 

 

 《趣 意》 

国際交流の一環として包(パオ)を日本の多くの方にご高覧いただき、外国文化

に触れ、相互理解の一助になれば幸いと存じ、軽井沢友愛山荘に展示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友愛山荘の庭、テニスコート寄

りに二基のパオを設置、展示を

続けている 

パオの一基は、資料展示室と

して設営 

手入れの甲斐もあり、パオは

雪の重さにも耐えた 
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③友愛講演会事業 

◆平成２８年度 北京理工大学に於ける「友愛講演会」 

奨学金対象者感想文の選考結果及び北京理工大学奨学金授与式 

 

・平成２９年４月１２日、北京理工大学のイベントホールに於いて開催された表

彰式で、日本友愛協会より奨学金と賞状・記念品が贈られた。 

・講演会に参加した学生から「私にとって友愛とは」の題で感想文を募ったとこ

ろ、数十編が寄せられた。 

（入賞作品６編は、機関紙『友愛』第５４８・５４９号にて全文掲載） 

・北京理工大学日本語学科の周教授、郭教授を始めとする教授陣の選考を受けた

二十一編が日本友愛協会に届けられた。 

この二十一編を理事、監事、評議員長を審査員とし、百点満点で採点。更に中国

国際青年交流中心の王部長、羊課長の採点も加え厳正な審査が行われた。 

いずれの作品も素晴らしい出来映えで、審査員を大いに悩ませたが、結果６名の

受賞者が選出された。 

＊＊＊今回の表彰式は平成２８年度実施の講演会における感想文の受賞者に対

して行われたものである。平成２９年度の講演会及び感想文受賞者に関しては

後述。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

北京理工大学の周教授（中央）と郭教授

（左端）より、人間国宝作品の筆洗、筆架

などが贈られた 

北京理工大学奨学金授与式で挨拶する鳩

山由紀夫理事長。感想文の 

内容、質の高さを誉め称えた 



一般財団法人 友 愛 平成２９年度（2017） 事業報告書 

29 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

◆平成２９年度 「友愛講演会」開催 

中央民族大学・北京理工大学・北京大学・北京外国語大学・ 

北京第二外国語大学学生を対象 

 
平成２９年１１月１６日(木)午後８時より、日本友愛協会国際交流事業の一環

として、北京の二十一世紀飯店において「友愛講演会」が開催された。 

 

北京理工大学は、北京市内２か所のキャンパスに三万人を擁する大学で、それぞ

れのキャンパスの周辺は、付属幼稚園を含め、小学校、中学校、高校もあり、学

校関係の人々が生活するすべてが揃っており、ひとつの街を作り上げている。同

大学には、日本語学科があり、２７年度から３カ年計画で、日本語による受講感

想文を基に、奨学金を提供する。 

一位入賞の楊崢さんには、鳩山由紀夫理

事長より賞状が授与された 

緊張した面持ちの楊さん 

北京理工大学日本語学科の友愛奨学金コ

ンクールの入賞者と記念撮影。今回は、

一位が二年生、男子学生が入賞と、話題

の多い授与式となった 

二位の学生には、川手常務理事から賞状

が授与された。受け取る学生も、授与する

川手常務理事も笑顔に溢れている 
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一時間に及ぶ講演の間、立ったままを通し、

懸命に学生に話しかけた 鳩山由紀夫理事

長 

参加の学生全員が、じっと前を見つめ、懸

命に話を聞いている。理事長も応えて講演

に熱が入る 

質問にも積極的に手が挙がる。真摯に勉学

に向き合う姿に、日本の学生は見習って欲

しいと思う 

講演終了後も鳩山理事長に質問をぶつけ

る。理事長も熱心に応える。学究の徒とし

ての情熱が伝わる 

北京理工大学の学生と記念撮影。中央民族

大学、大学別に北京語言大学の学生ともそ

れぞれ記念撮影 
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◆平成２９年度 奨学金対象者感想文の選考結果 

・昨年同様「友愛講演会」に参加した学生から「私にとって友愛とは」の題で感

想文を募ったところ、数十編が寄せられた。 

（入賞作品６編は、機関紙『友愛』第５５２・５５３号にて全文掲載） 

・北京理工大学日本語学科の周教授、郭教授を始めとする教授陣の選考を受けた

十六編が日本友愛協会に届けられた。 

この十六編を理事、監事、評議員長を審査員とし、百点満点で採点。更に中国国

際青年交流中心の日本語専門家等の採点も加え厳正な審査が行われた。 

いずれの作品も素晴らしい出来映えで、審査員を大いに悩ませたが、結果６名の

受賞者が選出された。 

・平成３０年４月１５日、北京理工大学のイベントホールに於いて開催された表

彰式で、日本友愛協会より奨学金と賞状・記念品が贈られた。 

受賞者紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊写真は入選者各自より提出されたものを掲載 

第１位 

呉 菥さん(４年生) 

第２位 

宋 姣さん(３年生) 

第２位  

崔 所為さん(２年生） 

第３位 

毛 仁言さん(２年生) 

第３位 

張 莹さん(３年生) 

第３位 

班 宇識さん(４年生) 
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４、日中緑化交流基金による中国植林事業 

（定款第４条第２号、第４号に基づく事業） 

 

 事 業 概 要  

日中緑化交流基金を活用し、中国における植林活動を行う。環境保全に貢献し日

中友好を目指す。併せて交流の機会を設け広く友愛の理念を伝える機会を得る。

実施においては、中華全国青年連合会（中国国際青年交流中心）を中国側カウン

ターパートとし、日本からは広く募集をかけ参加者を募り、訪中団を結成し中国

に派遣する。 

《平成２９年度事業》 

 ＊土壌凍結等の都合から平成２８年度内には実施できず、平成２９年４月に 

第２８次植林訪中団を派遣、実施した。 

 ＊本事業報告書では、平成２９年４月に実施した第２８次植林訪中（平成２８ 

  年度事業）に関しての詳細を報告する。 

▶ 第２８次植林訪中団派遣 

（期 間）平成２９年４月８日(土)～４月１３日(木) 

（植林地）陜西省麟遊県，遼寧省北票市， 

（中国側カウンターパート）中華全国青年連合会、遼寧省北票市青年連合会 

             陜西省麟遊県林業局、 

（訪中団員）名誉団長 鳩山由紀夫理事長 

      団長   川手正一郎常務理事 

      団員   鳩山 幸（鳩山由紀夫理事長夫人） 

           羽中田元美事務局長 

 

◆日中青年陜西省麟遊県生態緑化モデル林 

（日中緑化交流基金からの助成金）9,000,000円 

（植林面積）60ヘクタール 

（植樹数）65,000本 

（植樹種）油松 

 

実施の成果 

区域生態障壁を作ることによって、環境悪化の傾向が抑えられ、林地退化、土

壌流失と土地の砂漠化などの自然災害現象の原因要素となる事態が好転し、自
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然災害の発生が減少した。これによって更に地域の自然環境が改善される効果

が期待できる。また、広報活動、ボランティア植林活動や事業起工式などの活

動により、環境保全の意識がさらに普及された。 

 

 

◆日中青年遼寧省北票市生態緑化モデル林 

（日中緑化交流基金からの助成金）8,700,000円 

（植林面積）48ヘクタール 

（植樹数）80,000本 

（植樹種）油松、山杏 

 

実施の成果 

本事業の完成により、４８ヘクタールの林地が増え、現地植生が少なく、土壌

流出が深刻であった現状を変化させた。同時に現地の生態環境を改善し、土壌

流出を軽減させ、植生の防護機能を果たす効果が生まれた。 

 さらに、現地においての植樹、ボランティアの参加など実際の日中交流が行わ

れることで、本事業は、日中青年交流の促進に大きな役割を果たしている。こ

れらは両国の友情、世々代々に伝わる友好の増進に大いに寄与することであ

り、日中友好促進の重要な意義を果たしていると言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陜西省宝鶏市麟游県 

鳩山由紀夫理事長は、雨の中、植林活動に

参加した学生達一人一人と握手をして労

をねぎらった 

一緒に植林活動をした子供達は、名残を

惜しんで、帰りの車に乗り込む最後まで

見送ってくれた 
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「元気・やる気・本気」が大切と、元気い

っぱいの声で、子どもたちに。川手正一郎

常務理事 

ぬかるみのため近くまで行かれなかった

が、山の中腹に建立された立派な記念碑 

集まったボランティアの子どもたち、村人たちと山の上まで行って植林した。下りてき

たときは足はどろんこ、顔も土だらけだった 

大勢の方々が、植林活動に協力してくださっている 

遼寧省朝陽市北票市 

マイクが倒れてしまうほどの強い風が吹き続けている中、子供達はきちんと整列して話

を聞いていた。 

雨天の友愛のみならず「寒天の友愛」と理事長が感激 
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約八〇センチほどの苗を植えていく。土

地が乾燥しているので、根にはカバーを

かけたまま植える 

遼寧省朝陽市北票市の植林現場 

遙かに続く尾根に、元気な苗が植えら
れている。大きく育て！ 

北票市の記念碑 付近を梅の林にし、観

光誘致を目指すため東屋を設置。新しい

形の記念碑である 

強風の中、土を起こし苗を植える。バケ

ツ一杯の水が、瞬く間に大地に吸い込ま

れていく 

遼寧省朝陽市北票市 遠く湖が見えてい

る。その水を使ってでも、何とか木々が

育って欲しい 
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日本友愛協会常務理事川手正一郎の記事「中国政府友誼奨受賞にあたって」が、 

『日中緑化交流基金だより』の活動報告欄にて紹介された 

＊機関紙『友愛』第５５０号既報 
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５、他団体への協力事業 

（定款第 4 条第 2 号、第７号に基づく事業） 

１）鳩山会館への協力 

・同会館パンフレットを友愛本部(東京事務所)、軽井沢友愛山荘にて配布 

・館長／鳩山由紀夫理事長、支配人／長田正太郎監事 

 

２）鳩山友愛塾への協力 

・鳩山友愛塾修了生の会開催時に事務局が協力 

 

３）一般財団法人 人間塾への協力 

 

４）一般財団法人 東アジア共同体研究所への協力 

・軽井沢友愛山荘利用にあたって、同法人会員に割引価格提供 

 

５）一般財団法人尾崎行雄記念財団への協力 

・同財団会員として参加する。 

・鳩山由紀夫理事長が同財団副会長を務める。 

・鳩山邦夫副理事長が同財団顧問を務める。 

・谷藤悦史評議員が同財団評議員、萩原直三評議員が同財団理事を務める。 

 

６）公益財団法人日本補助犬協会への協力 

・東京事務局及び友愛山荘内に募金箱を設置。 

・鳩山由紀夫理事長が同協会の名誉顧問を務める。 

 

７）一般財団法人日本けん玉協会への協力 

 

・同協会主催「第１５回 けん玉ペインティングコンテスト」に「日本友愛協 

会賞」および「団体賞」を提供し、賞金として総額６万４千円を拠出した。 
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平成２９年８月２７日(日) 

第１５回けん玉ペインティングコンテスト表彰式 （池袋サンシャインシティ噴水広場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場の大型ビジョンには、受賞作品の全てが映

し出され、広い会場を彩っている 

作品がカラーで印刷されているけん玉協会独

自の表彰状。きめ細やかな発想と準備の緻密

さが凄い 

小林ことねさんの作品。けん玉を一本の木

に見立てて、皆が笑顔で住むツリーハウス

を描いた 

小林ことねさんのご家族。夏休み最後の

日曜日は、ことねさんの授賞式と嬉しい

出来事で上京された 

賞状とメダルを手に川手常務理事と記念

撮影。こちらの質問には、ハキハキと答え

てくださった 
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Ⅳ 業務執行 

１、理事会開催 

 

第５８回臨時理事会 

開催日：平成２９年４月２１日（金） 

場 所：友愛サロン 

議 事：職務執行報告、友愛山荘事業、経理・庶務関係業務及び対外提出・来状

書類に関して、植林訪中に関して、「私にとって友愛とは」奨学金対象

感想文授賞式に関して 

    平成２８年度事業報告及び平成２８年度計算書類等に関して 

 

第５９回臨時理事会 

開催日：平成２９年５月２６日（金） 

場 所：友愛サロン 

議 事：職務執行報告、友愛山荘事業、経理・庶務関係業務及び対外提出・来状

書類に関して、ミャンマー指導者育成プロジェクトに関して 

機関紙『友愛』第 547 号発行 

 

第６０回通常理事会 

開催日：平成２９年６月３０日（金） 

場 所：友愛サロン 

議 事：職務執行報告、友愛山荘事業、経理・庶務関係業務及び対外提出・来状

書類に関して、ミャンマー指導者育成プロジェクトに関して、2017 年

友愛国際写真コンクールに関して、 

平成２８年度計算書類に関する補足 

 

第６１回臨時理事会 

開催日：平成２９年６月３０日（金） 

場 所：友愛サロン 

議 事：評議員会終了後、新たに選任された理事により代表理事を決議 

 

第６２回通常理事会 

開催日：平成２９年７月２１日（金） 

場 所：友愛サロン 
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議 事：職務執行報告、友愛山荘事業、経理・庶務関係業務及び対外提出・来状

書類に関して、ミャンマー指導者育成プロジェクトに関して、2017 年

友愛国際写真コンクールに関して、既植林地視察訪中に関して 

機関紙『友愛』第 548 号発行 

 

第６３回臨時理事会 

開催日：平成２９年９月１５日（金） 

場 所：友愛サロン 

議 事：職務執行報告、友愛山荘事業、経理・庶務関係業務及び対外提出・来状

書類に関して、2017 年友愛国際写真コンクールに関して、既植林地視

察訪中に関して、けん玉ペインティングコンテスト「日本友愛協会賞」

授与に関して 

機関紙『友愛』第 549 号発行 

 

第６４回臨時理事会 

開催日：平成２９年１０月２７日（金） 

場 所：友愛サロン 

議 事：職務執行報告、友愛山荘事業、経理・庶務関係業務及び対外提出・来状

書類に関して、2017 年友愛国際写真コンクールに関して、中国政府友

誼賞授賞式参加について 

 

第６５回臨時理事会 

開催日：平成２９年１１月２４日（金） 

場 所：友愛サロン 

議 事：職務執行報告、友愛山荘事業、経理・庶務関係業務及び対外提出・来状

書類に関して、2017 年友愛国際写真コンクール表彰式関して、友愛講

演会に関して、王晨中国全人代常務委員会副委員長兼秘書長との会見・

日中国交正常化４５周年記念式典に関して 

機関紙『友愛』第 550 号発行 

 

第６６回臨時理事会 

開催日：平成２９年１２月２２日（金） 

場 所：友愛サロン 

議 事：職務執行報告、友愛山荘事業、経理・庶務関係業務及び対外提出・来状

書類に関して、内閣府／公益認定等委員会との面談に関して、６５周年

記念式典準備に関して 
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第６７回臨時理事会 

開催日：平成３０年１月１９日（金） 

場 所：友愛サロン 

議 事：職務執行報告、友愛山荘事業、経理・庶務関係業務及び対外提出・来状

書類に関して、内閣府／公益認定等委員会との面談に関して、６５周年

記念式典準備に関して、名称変更に伴う新しいドメインに関して 

    機関紙『友愛』第 551 号発行 

 

第６８回臨時理事会（書面による決議） 

発 送 日：平成３０年１月２６日（金） 

返信期日：平成３０年２月  １日（木） 

議  事：定款の変更、第５５条の追加に関して、役員及び評議員の報酬並びに 

費用に関する規定の変更に関して  

 

第６９回臨時理事会 

開催日：平成３０年２月２３日（金） 

場 所：友愛サロン 

議 事：職務執行報告、友愛山荘事業、経理・庶務関係業務及び対外提出・来状

書類に関して、日中緑化交流基金担当者会議に関して、６５周年記念式

典準備に関して、名称変更に伴う新しいドメインに関して 

 

 

 

 

２、評議員会開催 

第１５回定時評議員会 

開催日：平成２９年６月３０日（金） 

場 所：友愛サロン 

議 事：2017 年友愛国際写真コンクールに関して、ミャンマー指導者育成プロ

ジェクトに関して 

平成２８年度事業報告、平成２８年度計算書類 

    平成２８年度公益目的支出計画実施報告 

    任期満了に伴う理事選任の件 
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第１６回臨時評議員会 

開催日：平成２９年１２月２２日（金） 

場 所：友愛サロン 

議 事：中国政府友誼賞授賞式参加について、2017 年友愛国際写真コンクール

表彰式に関して、友愛講演会に関して、王晨中国全人代常務委員会副委

員長兼秘書長との会見・日中国交正常化４５周年記念式典に関して 

    一般財団法人日本友愛協会の公益財団以降申請の件 

    一般財団法人日本友愛協会の定款変更の件 

    平成３０年度(２０１８年度)事業計画案の件 

    平成３０年度(２０１８年度)事業予算の件 

    増員の理事選任の件 

    増員の評議員選任の件 

 

第１７回臨時評議員会（書面による決議） 

発 送 日：平成３０年１月２７日（土） 

返信期日：平成３０年２月  １日（木） 

議  事：定款の変更、第５５条の追加に関して、役員及び評議員の報酬並びに 

費用に関する規定の変更に関して  

     

 

  

 


